	　スポーツ吹き矢

	
	場所

人数

対象年齢

運動強度

屋内

１人～
誰でも可

弱




	特　色



	

	スポーツ吹矢は、胸式・腹式呼吸による健康法が自然にできることと、的に矢を命中させた時の爽快感を伴った競技としての楽しさに特徴があります。長さ５０㎝～１２０㎝の細長い筒に２０㎝程の長さの安全な矢を入れ、５m～10mの位置から４０㎝×４０㎝の大きさのウレタン製のやわらかい的に腹式呼吸で矢を飛ばし、命中率（点数）を競う、誰でもどこででも手軽に楽しめる安全なスポーツです。
競技方法

的は半径３、６、９cmの同心円で得点は的の中心から７、５、３点とする
的の高さはその中心点が１６０cmとする（ｃｆ: ダーツは１７３cm)

的から１０m離れたところにシューテングラインを引く。
１人１ラウンド5射を6ラウンド行う（計３０本）

１ラウンドの制限時間は3分間とし制限時間内に終わらない場合、得点は制限時間　内の得点になる。１試合の時間はマーカーの確認時間を含めて２５分以内とする。

５本の矢を発射したあと、マーカーが得点を確認する。その後、競技者が的に近づき矢取りを行う

筒は１２０cm以下、内径１３mm、矢は原則として２１cm、０．８grを用いるが、筒内径、矢の形、長さ、重量は自由で筒の付属品なども使用できる。 　　　
矢が的の線上に当たり得点の認定が困難な場合には、高得点の方にする

矢が的まで達しない場合、選手は各自のシューテングラインから筒先で矢を手繰り寄せて回収できる場合はその矢を再度発射できる。回収不能の矢は０点とされる

得点の合計が同点になった場合、高得点の矢が多い方を上位とする
競技開始前の１５分間には、３本の矢を試射することができる

その他に問題が生じた場合には、主催者、役員、選手などが話し合って解決する　　
フィールド競技については別に競技規則をさだめる　　　　　　
試合の間は禁煙とする 　　

１ラウンドに６本吹いてしまった場合は、最高得点の矢を１本減点。
車椅子に腰掛けて吹く場合の的中心点の高さは９０cm。
矢が的から跳ね返った場合はもう一度吹くことができる

２本の矢を重なった状態で吹いてしまった時は、これを１本の矢として扱う。
連続して矢が７点の円に当たった場合は７点以外の円に当たるまで吹くことができる。そして７点X5本以外の矢は次ぎのラウンドの矢数と点数に算入する。

７点X5本が最終ラウンドの場合も同様に7点を外すまで続けて吹く。
連続７点を当てた矢数はオールＸＸ記録になる。　
同点の場合、３本を吹いて勝敗を決める。

国際スポーツ吹矢協会日本支部　ホームページより引用

	


